適切なケアマネジメント手法実践振り返りシート
※研修１２日目に演習シート集４－④に記載した取組みの実践結果を発表する際に使用するシートです。
適切なケアマネジメント手法：基本ケアの項目を確認し、本シートに取り組みした内容を整理してください。
	登録番号
	
	受講者氏名
	

	事例選択項目
	Ａ□	Ｂ□	Ｃ□	Ｄ□	Ｅ□	Ｆ□	Ｇ□（該当項目すべてにチェック）



１．事例タイトル
	

	あてはまるものに〇をつけてください　　居宅の事例（　　）　施設の事例（　　）　その他の事例（　　）



２．利用者の状況
	年齢
	　　　　才
	要介護度
	非該当・要支１・要支２・要介１・要介２・要介３・要介４・要介５

	家族構成
	独居・同居／　世帯構成員　　名／　主介護者の続柄：

	住居形態
	自宅・借家・一戸建て・集合住宅　自室の有無（　）階／　住宅改修　有・無／施設入所　有・無

	既往歴
	

	現在利用サービス
	

	担当期間
	　　　　年
	特記事項等
	



３．事例を自己点検した際に見直しが必要と考えた想定される支援内容と、具体的な取組内容
	着目した想定される支援項目番号
	（例：Ⅰ-1-2-⑧水分摂取状況の把握の支援／Ⅱ-1-1㉑水分の摂取の支援）


	この項目に着目した理由（具体的に記載）

	（例：例年、熱い時期は脱水傾向がみられ、脱水に起因する脳梗塞の再発や転倒を防ぐため。／本人が転倒不安から自宅で一人の時は水分摂取をしないため）


	着目した項目番号に対して実施した具体的具体的な取り組み内容（誰に何を働きかけ、どんな変化があったか）

	（例：本人・妻から摂取量、摂取時間、好み、使うコップの情報を聞き取った。一人の時でも水分摂取できるように、本人の手元に水筒を用意した。ケアチームで、水分摂取の声掛けの機会を増やすようお願いした結果、脱水は起こっていない。）




４．取り組んでの気付き（良かった点、課題となった点など）
	



